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平成２２年度
全国学力・学習状況調査　さいたま市の抽出調査結果【中学校】

主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題
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　　　　　　　　　　　　さいたま市（参考）　　　全国
平均正答率（％）　　　　６９．２　　　　　　　６４．６

　　　　　　　　　　　　さいたま市（参考）　　　全国
平均正答率（％）　　　　４８．０　　　　　　　４３．３

【結果概要】
◇分数の計算〔Ａ１(1)〕、負の数で表すこと〔Ａ１(2)〕、文字を用いた式の表し方〔Ａ２(1)〕、代入して式の値を求
　めること〔Ａ２(3)〕、垂線の作図の手順を選ぶこと〔Ａ４(2)〕、三角形をそれと垂直な方向に平行移動してでき
　る立体を選ぶこと〔Ａ５(2)〕、比例の表を完成させること〔Ａ９(1)〕については、相当数の生徒ができている。
◆具体的な事象における一次関数の関係を式に表すこと〔Ａ１１(3)〕、事柄が一般的に成り立つ理由を説明
　すること〔Ｂ２(2)〕、事象を数学的に解釈し、数学的な表現を用いて説明すること〔Ｂ５(2)〕に課題がある。
【指導のポイント】
○具体的な事象について、数量の関係をとらえ、与えられた条件を目的に応じて整理したり解釈したりして、
　問題解決のために結果を予想したり構想を立てたりする活動を充実させる。
○日常的な事象を形や大きさ、位置関係に着目して観察することで、図形やその要素の関係を見いだし、その
　事象の特徴を図形の性質として把握するとともに、把握した事柄を用いて説明したり、問題解決に用いたり
　できるようにする。


